
（別紙様式例３）

公表日：令和6年2月1日 事業所名： ゆいまーる
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いいえ
わから
ない 保護者の方のご意見

1 利用定員に応じた指導訓練室等スペースの十分な
確保

3 2 0 人数や活動内容によって部屋割りや構造化を行うよ
うにした。

31 0 0 4 集団・個人活動がしやすいように家具等の配置を工
夫し構造化していきます。

2 職員の適切な配置 2 3 0 利用者様の人数に応じて配置している。 27 1 0 7
ご利用人数や障がい特性に応じて職員配置をしています
が、利用者様や保護者様が安心できる職員配置に努めて
いきます。

3
本人にわかりやすい構造、バリアフリー化、情報伝達
等に配慮した環境など障がいの特性に応じた設備整
備

2 3 0 子どもたちの日々の変化に応じて環境の見直してい
る。

30 0 0 5 一人ひとりに分かりやすい方法を考え、現場に取り入れ構
造化していきます。

4 清潔で、心地よく過ごせ、子ども達の活動に合わせ
た生活空間の確保

3 2 0 毎日の清掃を行い清潔な環境の中で過ごせるように
努めた。

34 1 0 0 今後も利用者様が心地よく過ごすことができるよう施設の
清掃、整理整頓に努めていきます。

1 業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目標設定と
振り返り）への職員の積極的な参画

3 2 0 日々の振り返りを行い、課題を共有しながら事業所
でできる目標設定している。

今後も意見交換の時間をとるなどして業務改善に努
めていきます。

2 第三者による外部評価を活用した業務改善の実施 0 5 0 職員が業務改善に対する意識を高くもつようにする。
外部評価時には指導のあった点の改善を行っていき
ます。

3 職員の資質の向上を行うための研修機会の確保 5 0 0
毎月の施設内研修や外部研修に参加した。研修の
案内などを共有した。

今後も定期的に研修を実施し職員の資質向上を行っ
ていきます。内容等もわかりやすいよう工夫していき
ます。

1
アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニーズ
や課題を客観的に分析した上での児童発達支援計
画又は放課後等デイサービス計画の作成

3 2 0
課題の共有や目標の提案をし合える場が定期的にあると良い。
作成担当者ではないが、計画作成のための情報共有や作成後の
内容共有・把握を行うようにしている。

32 0 0 3
保護者様や相談員さんとの連携を行い、より本人様
のニーズに合った計画を作成できるよう努めていき
ます。

2
児童発達支援計画又は放課後等デイサービス計画
における子どもの支援に必要な項目の設定及び具
体的な支援内容の記載

2 3 0
ニーズや課題を分析し、担当者を中心に作成をし
た。

32 0 0 3
今後も個々のニーズに沿った計画、達成できる目標
を設定し作成していきます。

3
子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜
組み合わせた児童発達支援又は放課後等デイサー
ビス計画の作成

4 1 0
個々の特性に応じて個別活動を集団活動を組み合
わせた計画を作っていく。

担当者だけではなく職員全員で活動内容を検討して
いけるよう努めます。

4 児童発達支援計画又は放課後等デイサービス計画
に沿った適切な支援の実施

4 1 0 計画内容の説明や周知を行い、統一した支援を行え
るようにする。

31 1 0 3 適切な支援を行えるように、職員間で支援内容を共
有していきます。

5 チーム全体での活動プログラムの立案 4 1 0 職員間で活動の提案や見直しを行うことができた。
職員間で話し合い、成長や達成感を得られる活動、
楽しさを感じられる活動を工夫していきます。

6 活動プログラムが固定化しないような工夫の実施 5 0 0 同じ活動でも内容を工夫しながら改善した。新しい活
動もできるよう職員間で話し合った。

34 1 0 0 新しい活動を取り入れられるよう情報を集め、施設で
実施できる活動を職員間で工夫していきます。

7 平日、休日、長期休暇に応じたきめ細やかな支援 4 1 0 きめ細やかな支援や一人ひとりと関わり“楽しさ”を共
有しながら活動できるようにしていく。

利用時間に応じて、個々にできる支援を考え、実施
できるようにしていきます。

8 支援開始前における職員間でその日の支援内容や
役割分担についての確認の徹底

5 0 0 毎日ミーティングを行い、その日のイベント内容や目
的、役割分担などを報告・共有している。

今後もミーティング時に情報共有を行い、職員の意
識統一を行っていきます。

9
支援終了後における職員間でその日行われた支援
の振り返りと気付いた点などの情報の共有化

5 0 0
ミーティングでは活発に話し合いが行えている。利用
者様の発達段階や特性を踏まえて支援の方向性を
検討するようにしている。

必ず振り返りを行い、利用者様の成長や成功体験、
課題やニーズなどを話し合い共有していきます。

10 日々の支援に関しての正確な記録の徹底や、支援
の検証・改善の継続実施

5 0 0 新人研修や日々の記録の際に記載の仕方や記録の
要点などを周知するようにしている。

要点を適切に記録できるように一人ひとりが意識できるよう
努めていきます。また、日々の連絡帳もお子様の様子がわ
かるような内容を記載できるよう努めていきます。

11 定期的なモニタリングの実施及び児童発達支援計画
又は放課後等デイサービス計画の見直し

3 2 0 会議を開き、利用者様について話し合う時間を作り、
ニーズや課題、支援の方向性を見直した。

定期的な支援会議を行い、全職員が個々の現
状や課題を把握できるように努めていきます。

1
子どもの状況に精通した最もふさわしい者による障
害児相談支援事業所のサービス担当者会議への参
画

5 0 0 会議へは利用者様と関わりが多く、十分に様子をお
伝えできる職員が参加できるよう努めた。

今後もお子様のご様子やこれからの課題などを十分
にお伝えできるようにしていきます。また、会議の内
容を支援に繋げられるよう共有していきます。

2

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害のあ
る子ども等を支援している場合）
地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育等の関係
機関と連携した支援の実施

0 3 1 現在は、対象となる利用者様がいない。
現在対象となる方はいませんが、研修等に参加
し知識・理解を深めていきます。

3

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害のあ
る子ども等を支援している場合）
子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体制の整
備

0 3 1 現在は、対象となる利用者様がいない。
現在対象となる方はいませんが、研修等に参加
し知識・理解を深めていきます。

4

児童発達支援事業所及び放課後等デイサービス事
業所からの円滑な移行支援のため、保育所や認定こ
ども園、幼稚園、小学校、特別支援学校（小学部）等
との間での支援内容等の十分な情報共有

1 4 0 支援方法などの引継ぎは行われている。 必要に応じて情報交換・収集を行っていきます。

5
他の障害福祉サービス事業所等への円滑な移行支
援のため、それまでの支援内容等についての十分な
情報提供

0 5 0
同グループへの移行の際には情報共有するようにしてい
る。当事業所を利用する前に利用していた施設等から利用
者様に関する情報を提供していただいた。

継続した支援を行うため必要に応じて情報共有
を行っていきます。

6
児童発達支援センターや発達障害者支援センター等
の専門機関と連携や、専門機関での研修の受講の
促進

1 4 0
ケース会議等で専門機関の方と情報共有することが
あるが密な連携はとれていない。
研修の案内は行っている。

会議や研修の場を通して、他機関や専門機関
の方との交流を深め、連携に繋げられるよう目
指します。

7

児童発達支援の場合の保育所や認定こども園、幼
稚園等との交流や、放課後等デイサービスの場合の
放課後児童クラブや児童館との交流など、障がいの
ない子どもと活動する機会の提供

0 5 0
機会の提供を行うことはできなかった。まずは職員間
で交流の場をもち機会を作っていけるように話し合え
たら良いと思う。

15 2 3 15
他事業所とも交流がもてるよう繋がりをもち、地
域のイベントなどにも参加していきます。

8 事業所の行事への地域住民の招待など地域に開か
れた事業の運営

1 4 0 機会をみつけて交流の場をもてたらいいと考えてい
る。

情報を集め、交流の機会をつくっていきます。今
後は近隣の子ども食堂さんの利用を予定してい
ます。
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児童発達支援又は放課後等デイサービス事業に係る自己評価結果公表用

事業所職員及び保護者の方の御意見を踏まえ、自己評価の結果を公表します。
評価を踏まえて、事業所の運営における課題点及び改善すべき点を確認し、今後の運営に活かしていきます。

事業所の現状評価 保護者の方の評価
評価を踏まえた

改善内容・改善目標
区分 チェック項目



はい
どちらと
もいえ
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いいえ 工夫した点、改善点 はい
どちら
ともい
えない

いいえ
わから
ない 保護者の方のご意見

事業所の現状評価 保護者の方の評価
評価を踏まえた

改善内容・改善目標
区分 チェック項目

1 支援の内容、利用者負担等についての丁寧な説明 4 1 0 ご契約の際に保護者様へご説明するようにしてい
る。不明なところがあれば再度ご説明している。

34 0 0 1
丁寧に、伝わりやすいご説明ができるよう努め
ていきます。

2 児童発達支援計画又は放課後等デイサービス計画
を示しながらの支援内容の丁寧な説明

4 1 0 十分な説明ができていないこともある。機会や手段を
再検討していかねばならない。

32 1 0 2
計画書を示しながら丁寧なご説明ができるよう
に手段を考え実施できるよう努めていきます。

3 保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者に
対するペアレント･トレーニング等の支援の実施

1 3 1

ペアレントトレーニングは現状では実施できていない
と思う。
職員内でもスキルを身につけていきたいところであ
る。

20 1 4 10
ペアレントトレーニングに関する研修に参加するなど
して職員間でも自己研鑽に努め実施に繋げられるよ
う努めていきます。

4 子どもの発達の状況や課題について、日頃から保護
者との共通理解の徹底

5 0 0 連絡帳や送迎時、電話連絡等で日々の様子を共有
できるようにしている。

35 0 0 0
保護者様とのコミュニケーションの場を大切に
し、お子様に関する理解を深め支援に繋げてい
きます。

5 保護者からの子育ての悩み等に対する相談への適
切な対応と必要な助言の実施

5 0 0
連絡帳や送迎時等、電話にてお話させていただくこと
があるが、適切な対応かというと十分ではないところ
があるかもしれない。

26 4 1 4
保護者様が気軽に話ができるよう日々のやり取りを大切にし、安心
して相談ができる環境づくりに努めていきます。また、適切な対応
ができるよう職員のスキルアップも目指します。

6 父母の会の活動の支援や、保護者会の開催による
保護者同士の連携支援

0 3 2 現段階では実施できていないが、そのような機会は
設けられたらと考える。

7 1 8 17
保護者様のお声も伺いながら実施検討していき
ます。

7
子どもや保護者からの苦情に対する対応体制整備
や、子どもや保護者に周知及び苦情があった場合の
迅速かつ適切な対応

5 0 0 苦情やご意見があった際には、その日の間に対応
し、職員にも共有するようにしている。

23 0 0 10
ご指摘ご意見があった際には、保護者様に納得していただける対
応や体制をとれるよう努めます。また、内容を職員間で共有し同じ
ことを繰り返さないようにする。

8 障がいのある子どもや保護者との意思の疎通や情
報伝達のための配慮

5 0 0 ご本人に伝わるような工夫を行うように努めた。ま
た、その方法を共有した。

33 0 0 0
今後も、ご本人にわかる方法で情報を伝られる
よう努めていきます。

9
定期的な会報等の発行、活動概要や行事予定、連
絡体制等の情報についての子どもや保護者への発
信

3 2 0 SNSなどを通して活動の様子を発信している。
予定表やスケジュールをお渡しして発信した。

32 0 0 1
SNSの発信頻度を高め、より活動のご様子をお
届けできるよう努めていきます。

10 個人情報の取扱いに対する十分な対応 5 0 0

十分に対応している。不要になったものはシュレッダーにて
処理している。
SNSへの投稿時には肖像に関する同意書の確認の元掲載
している。

32 0 0 1
今後も個人情報の取り扱いには十分に気をつ
けていきます。

1 緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対
応マニュアルの策定と、職員や保護者への周知徹底

4 1 0 マニュアルはあるが、十分な説明や周知はできてい
ないところがある。

31 1 0 1
マニュアルの周知を行い、安心してご利用いた
だける施設を目指します。

2 非常災害の発生に備えた、定期的に避難、救出その
他必要な訓練の実施

4 1 0
地震・火災等を想定した避難訓練を実施しているが、
全職員が対応できるかというと十分ではないかもし
れない。

28 0 0 5
イベント活動に加えて実施していますが、保護者様への周
知が十分でないところがあるため、お伝えしていきます。ま
た、全職員が安全に対応できるよう訓練していきます。

3 虐待を防止するための職員研修機会の確保等の適
切な対応

5 0 0
虐待に関する研修を必ず行うようにしている。また、
研修後の振り返りも行い自身の支援方法に誤りがな
いか考え直す時間もとっている。

今後も研修を通して職員の資質向上を行い、虐
待の起こらない施設、虐待の芽を出さない施設
を目指します。

4

やむを得ず身体拘束を行う場合における組織的な決
定と、子どもや保護者に事前に十分に説明・了解を
得た上での児童発達支援計画又は放課後等デイ
サービス計画への記載

4 1 0
現在は該当する利用者様はいないが、やむを得ず身
体拘束を行う場合は保護者様としっかりと話を行うよ
うにする。

やむを得ず身体拘束をしなければならない状況があ
れば、その時は保護者様としっかりと話を行いご理
解を得られるようにします。

5 食物アレルギーのある子どもに対する医師の指示書
に基づく適切な対応

3 2 0 アレルギーのある利用者様に提供するものはダブル
チェックを行い間違いがないようにしている。

今後も、慎重に的確に対応していきます。

6 ヒヤリハット事例集の作成及び事業所内での共有の
徹底

4 1 0 情報や事例の共有を行い、同じ事例が発生しないよ
うに対策を行っている。

ヒヤリハットの共有を行い、その時は在籍していな
かった職員も事例を把握し対応の理解ができるよう
にしていきます。
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